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背景

短絡解消をリアルタイム磁気測定でモニタリングしながら実施できます。

モータコアワイヤーカット時
短絡を解消した磁気測定

Cat.No 3E8J-102-00-240307

モータ試作の過程で、電磁鋼板を積層・接着後、ワイヤーカットした際に端面が溶着短絡するケースがあります。
ロータやステータの材質調査のためにワイヤーカットでリング試験片を切り出した時にも、端面が溶着短絡するケース
があります。いずれも、層間短絡により鉄損が劣化し、本来の磁気特性が得られないという問題が生じます。
解決策として浸漬処理を行い、適切に短絡解消できたことを可視化してご提供いたします。

浸漬処理中の磁気測定のイメージ図

評価内容

処理液に浸漬することにより、端面の短絡を解消できます。
処理中の鉄損変化をリアルタイムでモニタリングします。
鉄損が一定レベルに漸近することで、短絡解消を確認できます。
過剰な処理防止のためにも、鉄損のモニタリングは有効です。
（一定レベルに漸近したら、浸漬処理を終了させる）

処理前後で端面を観察すると、
浸漬処理により1枚1枚がくっきり見えるようになり、
鉄損変化と対応しています。
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測定事例

測定装置

処理中のコアの鉄損変化

処理後のコア（イメージ）

端面拡大写真
（層間短絡解消）

処理前のコア（イメージ）

端面拡大写真
（層間が溶着短絡）
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